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Sun Fire™ ミッドレンジシステム
ファームウェア 5.20.1 のご使用に
あたって

本書では、Sun Fire E6900/E4900/6800/4810/4800/3800 システムのファームウェア 
5.20.1 release に関する一般的な情報およびシステムの制限事項について説明します。
本書は、『Sun Fire ミッドレンジシステムファームウェア 5.20.0 ご使用にあたって』
に代わるものではなく、これを補足するものです。

本書では、次のトピックについて記載します。

■ Sun Fire ミッドレンジシステムとエントリレベルミッドレンジシステムのファー
ムウェアのマニュアル

■ 5.20.1 で導入された機能
■ 一般的な情報
■ Sun Fire ミッドレンジシステムの既知の制限事項

Sun Fire ミッドレンジシステムとエント
リレベルミッドレンジシステムのファー
ムウェアのマニュアル
5.20.1 ファームウェアに関連するマニュアルセットは、次のとおりです。

■ Sun Fire ミッドレンジ (E6900/E4900/6800/4810/4800/3800) システム

■ 『Sun Fire ミッドレンジシステムプラットフォーム管理ガイド』(Part No. 819-
5599-10)

■ 『Sun Fire ミッドレンジシステムコントローラコマンドリファレンスマニュア
ル』(Part No.819-5603-10)
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■ 『Sun Fire ミッドレンジシステムファームウェア 5.20.0 ご使用にあたって』
(Part No.819-5597-10)

■ Install.info － ファームウェアに付属のテキストファイル。Sun Fire ミッ
ドレンジシステムのファームウェアのアップグレードおよびダウングレードの
手順について説明しています。

エントリレベルミッドレンジ (E2900/V1280/Netra 1280/Netra 1290) システム
のアップグレードおよびダウングレードの手順については、『Sun Fire エント
リレベルミッドレンジシステム管理マニュアル』を参照してください。

■ Sun Fire エントリレベルミッドレンジ (E2900/V1280/Netra 1280/Netra 1290) シ
ステム

■ 『Sun Fire エントリレベルミッドレンジシステム管理マニュアル』(Part No. 
819-5593-10)

■ 『Sun Fire エントリレベルミッドレンジシステムコントローラコマンドリファ
レンスマニュアル』(Part No. 819-5589-10)

■ 『Sun Fire エントリレベルミッドレンジシステムファームウェア 5.20.0 ご使用
にあたって』(Part No. 819-5584-10)

5.20.1 で導入された機能
この節では、Sun Fire ミッドレンジシステムでの 5.20.1 の新機能について簡単に説明
します。

UltraSPARC IV+ CPU/メモリーボードを使用した
制限付きデュアルドメイン動作のサポート

5.20.1 release は、UltraSPARC IV+ CPU/メモリーボードとバージョン 2 リピータ
ボードの両方を使用する Sun Fire E6900/E4900/6800/4800/4810 システムでのデュ
アルドメイン動作をサポートします。

デュアルドメインのパーティション内で動作するアプリケーションでは、パフォーマ
ンスの低下が発生する可能性があります。パフォーマンスの低下は、メモリー集約的
なアプリケーションでより発生しやすくなります。パフォーマンスの低下は、負荷の
属性にかかわらず、シングルボードのドメインや非常に負荷の小さいドメインでも現
れることがあります。

UltraSPARC III または UltraSPARC IV CPU/メモリーボードと、UltraSPARC IV+ 
CPU/メモリーボードが混在するデュアルドメインパーティションを構成すると、パ
フォーマンスの低下は、UltraSPARC IV+ CPU/メモリーボードだけでなく、これら
のパーティション内のすべての CPU/メモリーボードで発生します。
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UltraSPARC IV+ CPU/メモリーボードで最大限のパフォーマンスを実現するため
に、各パーティション内ではシングルドメイン構成を使用してください。
UltraSPARC IV+ CPU/メモリーボードによるデュアルドメインパーティションを使
用する必要がある場合は、UltraSPARC IV+ CPU/メモリーボードのみを含むパー
ティションを構成してください。

5.20.1 でのコマンドの追加または変更

5.20.1 では、次の SC コマンドが変更されました。

■ setupplatform – dual オプションが追加され、usiv+ オプションが変更されま
した。

■ showplatform – dual オプションが追加され、usiv+ オプションが変更されま
した。

■ setupdomain – mpr-support-enable オプションのデフォルト設定が変更され
ました。現在は、デフォルトで有効になっています。

■ showdomain – mpr-support-enable オプションのデフォルト設定が変更され
ました。現在は、デフォルトで有効になっています。

一般的な情報

一部のミッドレンジシステムの要件

UltraSPARC IV+ CPU/メモリーボードおよびバージョン 2 リピータボードを搭載し
た E6900/E4900 システムおよびミッドレンジシステムでは、ファームウェアリリー
スの最小要件として 5.20.1 ファームウェアが、Solaris リリースの最小要件として 
Solaris 10 または Solaris 9 オペレーティングシステム (使用可能な場合) の互換リリー
スが必要です。

ドメインでの UltraSPARC IV+ システムボードの
使用

使用している Sun Fire E6900 または 6800 システムの構成に、システムボードを組み
合わせることができます。システムボードの組み合わせは、作成できるドメインの構
成に影響します。ただし、パーティションに UltraSPARC IV+ システムボードが含ま
れる場合、そのドメインのパフォーマンスは、そのパーティション内の UltraSPARC 
IV+ システムボードのサポートを構成する変数によって決まります。同じパーティ
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ション内で UltraSPARC IV+ システムボードを使用したデュアルドメインが有効に
なっていると、これらのドメイン内で動作する一部のアプリケーションのパフォーマ
ンスが低下する可能性があります。シングルドメインのパフォーマンスは影響されま
せん。表 1、表 2、および表 3 に、サポートされる構成を示します。

パーティション内の UltraSPARC IV+ システムボードのサポートを構成する変数は、
usiv+ および dual-domains です。

▼ UltraSPARC IV+ のドメインでのサポートを構成
する

● setupplatform コマンドを使用して、ドメイン A またはドメイン C での usiv+ 
のサポートを変更します

次に例を示します。

● setupplatform コマンドを使用して、ドメイン B またはドメイン D での 
dual-domains のサポートを変更します

setupplatform コマンドの詳細は、『Sun Fire ミッドレンジシステムコントローラ
コマンドリファレンスマニュアル』を参照してください。

注 – usiv+ および dual-domains オプションは、影響を受けるパーティション内
のすべてのドメインがオフになっている場合にのみ変更できます。setkeyswitch 
コマンドを使用してドメインの電源を投入および切断する方法の詳細は、『Sun Fire 
ミッドレンジシステムコントローラコマンドリファレンスマニュアル』を参照してく
ださい。

schostname:A> setupplatform -p usiv+

UltraSPARC IV+ Configuration
----------------------------
Is UltraSPARC IV+ going to be deployed in partition0? [false]: true
Is UltraSPARC IV+ going to be deployed in partition1? [false]: true

schostname:A> setupplatform -p dual-domains

Dual Domain Configuration
-------------------------
Will you deploy both domains A and B in partition0? [false]: true
Will you deploy both domains C and D in partition1? [false]: true
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▼ UltraSPARC IV+ のドメインでのサポートの状態
を表示する

● showplatform -p usiv+ および showplatform -p dual-domains コマンドを
使用します。

次に例を示します。

表 1 に、ドメイン構成のオプションを示します。

schostname:A> showplatform -p usiv+

UltraSPARC IV+ is supported in partition 0
UltraSPARC IV+ is supported in partition 1 

schostname:A> showplatform -p dual-domains

Both domains A and B are enabled in partition 0
Both domains C and D are enabled in partition 1

表 1 Sun Fire E6900 または 6800 システムのドメインでのシステムボードの組み合わせ

dual-domain 
変数

usiv+ 

変数
ドメイン A ドメイン B ドメイン C ドメイン D

part0 = true
part1 = true

part0 = true
part1 = true

US III+

US IV

US IV+

(パフォーマン
スは低下)

US III+

US IV

US IV+

(パフォーマン
スは低下)

US III+

US IV

US IV+

(パフォーマン
スは低下)

US III+

US IV

US IV+

(パフォーマン
スは低下)

part0 = true
part1 = true

part0 = true
part1 = false

US III+

US IV

US IV+

(パフォーマン
スは低下)

US III+

US IV

US IV+

(パフォーマン
スは低下)

US III+

US IV

(パフォーマン
スは最大限)

US III+

US IV

(パフォーマン
スは最大限)

part0 = true
part1 = true

part0 = false
part1 = true

US III+

US IV

(パフォーマン
スは最大限)

US III+

US IV

(パフォーマン
スは最大限)

US III+

US IV

US IV+

(パフォーマン
スは低下)

US III+

US IV

US IV+

(パフォーマン
スは低下)

part0 = true
part1 = true

part0 = false
part1 = false

US III+

US IV

(パフォーマン
スは最大限)

US III+

US IV

(パフォーマン
スは最大限)

US III+

US IV

(パフォーマン
スは最大限)

US III+

US IV

(パフォーマン
スは最大限)
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part0 = true

part1 = false

part0 = true
part1 = true

US III+

US IV

US IV+

(パフォーマン
スは低下)

US III+

US IV

US IV+

(パフォーマン
スは低下)

US III+

US IV

US IV+

(パフォーマン
スは最大限)

未サポート

part0 = true

part1 = false

part0 = true
part1 = false

US III+

US IV

US IV+

(パフォーマン
スは低下)

US III+

US IV

US IV+

(パフォーマン
スは低下)

US III+

US IV

(パフォーマン
スは最大限)

未サポート

part0 = true
part1 = false

part0 = false
part1 = true

US III+

US IV

(パフォーマン
スは最大限)

US III+

US IV

(パフォーマン
スは最大限)

US III+

US IV

US IV+

(パフォーマン
スは最大限)

未サポート

part0 = true
part1 = false

part0 = false
part1 = false

US III+

US IV

(パフォーマン
スは最大限)

US III+

US IV

(パフォーマン
スは最大限)

US III+

US IV

(パフォーマン
スは最大限)

未サポート

part0 = false
part1 = true

part0 = true
part1 = true

US III+

US IV

US IV+

(パフォーマン
スは最大限)

未サポート US III+

US IV

US IV+

(パフォーマン
スは低下)

US III+

US IV

US IV+

(パフォーマン
スは低下)

part0 = false

part1 = true

part0 = true
part1 = false

US III+

US IV

US IV+

(パフォーマン
スは最大限)

未サポート US III+

US IV

(パフォーマン
スは最大限)

US III+

US IV

(パフォーマン
スは最大限)

part0 = false

part1 = true

part0 = false
part1 = true

US III+

US IV

US IV+

(パフォーマン
スは最大限)

未サポート US III+

US IV

US IV+

(パフォーマン
スは低下)

US III+

US IV

US IV+

(パフォーマン
スは低下)

part0 = false

part1 = true

part0 = false
part1 = false

US III+

US IV

(パフォーマン
スは最大限)

未サポート US III+

US IV

(パフォーマン
スは最大限)

US III+

US IV

(パフォーマン
スは最大限)

表 1 Sun Fire E6900 または 6800 システムのドメインでのシステムボードの組み合わせ (続き)

dual-domain 
変数

usiv+ 

変数
ドメイン A ドメイン B ドメイン C ドメイン D
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シングルパーティションで構成されたシステムでは、ドメイン A およびドメイン B のみが使用可能であることに注意してください。

Sun Fire E4900 または 4800 システムのドメインを構成する場合も、同様の構成が適
用されます。ただし、これらのシステムは、パーティションにつき 1 つのシングルド
メインをサポートしているため、デュアルドメインの変数は適用されません。表 2 を
参照してください。

part0 = false

part1 = false

part0 = true
part1 = true

US III+

US IV

US IV+

(パフォーマン
スは最大限)

未サポート US III+

US IV

US IV+

(パフォーマン
スは最大限)

未サポート

part0 = false

part1 = false

part0 = true

part1 = false

US III+

US IV

US IV+

(パフォーマン
スは最大限)

未サポート US III+

US IV

(パフォーマン
スは最大限)

未サポート

part0 = false
part1 = false

part0 = false
part1 = true

US III+

US IV

(パフォーマン
スは最大限)

未サポート US III+

US IV

US IV+

(パフォーマン
スは最大限)

未サポート

part0 = false
part1 = false

part0 = false
part1 = false

US III+

US IV

(パフォーマン
スは最大限)

未サポート US III+

US IV

(パフォーマン
スは最大限)

未サポート

表 2 Sun Fire E4900 または 4800 システムのデュアルパーティションドメインでのシ
ステムボードの組み合わせ

dual-domain 
変数

usiv+ 
 変数

ドメイン A ドメイン C

適用外 適用外 US III+

US IV

US IV+

(パフォーマンスは最大限)

US III+

US IV

US IV+

(パフォーマンスは最大限)

表 1 Sun Fire E6900 または 6800 システムのドメインでのシステムボードの組み合わせ (続き)

dual-domain 
変数

usiv+ 

変数
ドメイン A ドメイン B ドメイン C ドメイン D
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シングルパーティションの場合は、UltraSPARC IV+ システムボードが含まれるアク
ティブな 1 つのドメイン、つまりドメイン A だけが許可されます。表 3 を参照して
ください。

Sun Fire ミッドレンジシステムの既知の
制限事項
この節では、『Sun Fire ミッドレンジシステムファームウェア 5.20.0 ご使用にあたっ
て』(Part No. 819-5597-10) に記載されていない、重大な影響を及ぼす可能性のある
バグについてのみ説明します。README ファイルには、Sun の内部だけで検出され
たバグも含めて、修正済みのすべてのバグの一覧が記載されています。

表 3 Sun Fire E4900 または 4800 システムのシングルパーティションドメインでのシ
ステムボードの組み合わせ

dual-domain 
変数

usiv+ 変数 ドメイン A ドメイン B

part0 = true part0 = true US III+

US IV

US IV+

(パフォーマン
スは低下)

US III+

US IV

US IV+

(パフォーマン
スは低下)

part0 = true part0 = false US III+

US IV

(パフォーマン
スは最大限)

US III+

US IV

(パフォーマン
スは最大限)

part0 = false part0 = true 
または false

US III+

US IV

US IV+

(パフォーマン
スは最大限)

未サポート
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DR を実行してシステムボードのドメインへの組
み込みを解除したあとでも、prtdiag でそのボー
ドが表示される (CR ID 6298989)
UltraSPARC IV+ プロセッサを搭載するボードを DR を使用してドメインから構成解
除したあとでも、prtdiag ではそのボードがまだドメイン内にあるように表示され
ます。psrinfo コマンドを実行すると、ボードがそのドメインに存在しなくなった
ことが正しく表示されます。

回避方法: この問題は Solaris 10 1/06 release で解決されています。ドメイン上で 
Solaris 10 3/05 release、Solaris 9、または Solaris 8 が動作している場合は、使用して
いるバージョンの Solaris OS に対応するパッチをインストールしてください。

■ Solaris 10 3/05: パッチ 118822-23 以降をインストール
■ Solaris 9: パッチ 117124-11 をインストール
■ Solaris 8: パッチ 111335-32 をインストール

これらのパッチは、http://sunsolve.sun.com から入手できます。

メモリーページリタイアメントのサポートは、デ
フォルトで有効になるべきである (CR ID 
6411108)
できるだけ多くのユーザーがこの機能を確実に利用できるように、現在この機能はデ
フォルトで有効になっています。ただし、使用しているシステムに 5.20.0 ファーム
ウェアがインストールされている場合は、5.20.1 ファームウェアをインストールして
もメモリーページリタイアメント機能の現在の設定は変更されません。この場合、機
能の現在の設定が disabled になっていると、この機能は無効のままになります。

この機能を有効にするには、setupdomain コマンドに mpr-support-enable パラ
メータを指定して実行します。詳細は、『Sun Fire ミッドレンジシステムコントロー
ラコマンドリファレンスマニュアル』(Part No. 819-5603-10) を参照してください。

注 – mpr-support-enable の設定変更は、次に setkeyswitch off および 
setkeyswitch on のコマンドシーケンスを実行したあと有効になります。
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setupplatform は、Partition Mode を先に
問い合わせるべきである (CR ID 6429408)
システムの構成を、シングルパーティションから、デュアルドメインを使用するデュ
アルパーティションに変更したとき、setupplatform のダイアログでデュアルパー
ティションの手順を省略することが可能です。これは、このダイアログのデュアルド
メインの手順が、デュアルパーティションの手順よりも前に発生するためです。
setupplatform コマンドを一度だけ実行する場合は、ダイアログの中でドメイン C 
および D を構成できる手順が出現しません。

回避方法: setupplatform コマンドを 2 回実行してください。1 回めの 
setupplatform ダイアログの実行でパーティションをデュアルに設定すると、2 回
めの setupplatform ダイアログの実行でドメイン C および D についての質問が表
示されます。

別の方法として、コマンドライン形式で、setupplatform コマンドに –p オプショ
ンを指定して実行することもできます。次の順序で実行します。

# setupplatform -p partition
# setupplatform -p dual-domains
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